
『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現

「
疑
問
詞

心
志
。
」
形
式
を
中
心
に

磯

部

佳

宏

 
 
一
 
は
じ
め
に

 
中
古
の
要
説
明
疑
問
表
現
に
は
、

 
 
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
 
 
。

 
 
疑
問
詞
ー
ゾ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ
 

の
両
形
式
が
み
ら
れ
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
前
者
の
全

錨
例
中
、
約
半
数
の
獅
例
の
場
合
、
係
助
詞
「
カ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
、
次
の
よ
う
に
「
ニ

カ
」
以
下
が
省
略
さ
れ
た
形
が
㎜
例
と
目
立
っ
て
い
る
。

ω
春
宮
の
お
ほ
ぢ
お
と
ど
な
ど
、
〈
い
か
な
る
事
に
か
〉
と
思
し
疑
ひ
て
な
ん

 
あ
り
け
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
桐
壼
）

②
（
薫
）
「
…
…
。
（
あ
な
た
ハ
）
い
か
な
る
御
な
や
み
に
か
」
と
（
匂
宮
二
）

 
聞
こ
え
給
ふ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
浮
舟
）

つ
ま
り
、
実
際
に
は
、

 
 
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。

の
形
で
多
用
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
形
式
は
、
実
質
的
に
は
「
ニ
カ
」
で

文
が
終
止
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
ひ
と
つ
の
独
立
し
た
形
式
と
し
て
取

り
扱
っ
て
、

㈹
（
中
将
）
〈
あ
さ
ま
し
う
、
こ
は
い
か
な
る
事
ぞ
〉
と
思
ひ
惑
は
る
れ
ど
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
帯
木
）

ω
（
中
の
君
）
「
い
か
な
る
御
心
地
ぞ
」
と
、
（
浮
舟
二
）
た
ち
か
へ
り
と
ぶ
ら

 
ひ
聞
こ
え
給
へ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
東
屋
）

の
よ
う
な
、
言
容
存
在
し
て
い
る
「
疑
問
詞
ー
ー
ゾ
。
」
形
式
と
、
直
接
比
較

対
照
で
き
る
存
在
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ち
れ
た
。

 
そ
し
て
、
こ
の
「
疑
問
詞
i
ニ
カ
。
」
の
形
式
は
、
築
島
二
三
が
、

 
和
文
で
は
、
（
中
略
）
「
か
」
「
や
」
（
引
用
補
注
「
ニ
カ
」
「
ニ
ヤ
」
の
形
の

 
こ
と
）
で
文
又
は
節
を
終
止
し
て
、
あ
と
の
「
あ
ら
む
」
な
ど
を
省
略
し
た

 
や
う
な
形
が
多
い
が
、
こ
れ
は
訓
点
に
は
殆
ど
見
出
さ
れ
な
い
や
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
古
に
お
い
て
も
、
漢
文
訓
読
の
世
界
で
は

稀
の
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
、
中
世
の
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
で
は
、
「
ニ
カ
」

以
下
の
省
略
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
含
め
て
、
用
例
が
全
く
み
ら
れ
な
い
と
い

 
 
 
 
そ
 

う
調
査
結
果
か
ら
考
え
て
、
こ
の
「
疑
問
詞
i
ニ
カ
。
」
の
形
式
は
、
中
古

和
文
に
お
い
て
好
ん
で
多
用
さ
れ
る
、
特
徴
的
表
現
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
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『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
1
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
ー



 
こ
の
稿
で
は
、
こ
の
「
疑
問
詞
-
ー
ニ
カ
。
」
の
形
式
の
、
文
体
的
要
素
と

の
関
わ
り
を
考
え
る
意
味
で
、
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
用
例
に
つ
い
て
調

べ
て
み
た
い
と
思
う
。

 
『
今
昔
物
語
集
』
に
つ
い
て
は
、
同
一
概
念
を
表
し
な
が
ら
、
和
文
脈
と
漢

文
訓
読
脈
と
で
対
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
語
群
の
、
本
尊
に
お
け
る
分
布

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

を
調
査
し
た
多
く
の
研
究
に
よ
っ
て
、
前
半
は
漢
文
訓
読
的
色
彩
が
強
く
、

後
半
は
和
文
調
で
あ
る
と
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
、
要
説
明
疑
問
表
現
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
え
ば
、
舩
城
俊
太
郎
氏
に
疑
問
副
詞
に
注
目
し
た
論
考
が
み
ら
れ
る
。
氏
は
、

理
由
を
問
う
疑
問
副
詞
と
し
て
、
「
何
ソ
」
「
何
ト
」
「
何
テ
」
の
三
語
を
と
り

あ
げ
、
「
何
ソ
」
と
「
何
ト
」
に
つ
い
て
は
、
巻
二
十
の
前
後
で
分
布
に
交
代

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
、
本
集
に
お
け
る
漢
文
訓
読
調
と
和
文
調
の

対
立
の
一
例
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
何
テ
」
は
本
集
全
体
に

ほ
ぼ
平
均
し
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
理
由
を
問
う
副
詞
と
し
て
「
い
か

で
」
を
主
用
す
る
の
は
、
本
集
の
編
者
固
有
の
文
体
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
て

お
ら
れ
る
。

 
本
稿
で
は
、
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
の
本
身
に
お
け
る
分
布
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
、
要
説
明
疑
問
表
現
の
他
の
形
式
、
特
に
「
疑
問
詞
i
ゾ
。
」

と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

二
 
要
説
明
疑
問
表
現
の
諸
形
式

 
表
1
は
、
．
本
集
に
存
在
し
て
い
る
要
説
明
疑
問
表
現
の
用
例
を
、
次
の
同
～

㈲
の
1
4
種
類
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
数
を
巻
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
テ
キ
ス
ト
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
 
今
昔
物
語
集
」
。
な
お
、
本
文
引
用
の

表1

際
は
、
私
意
に
よ
り
表
記
を
忌
み
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
心
中
思
惟
の
部
分

に
は
〈
〉
を
付
し
た
。
）

 
伺
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
ー
。

 
 
係
助
詞
「
カ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し

 
 
て
「
ニ
カ
」
の
形
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
別
の
形
式
と
し
て
除
外
す
る
。

 
 
な
お
、
疑
問
詞
と
し
て
「
イ
カ
ガ
」
（
「
虫
拳
“
」
「
何
か
」
等
の
表
記
）

 
 
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
語
構
成
要
素
に
係
助
詞
「
カ
」
が
含

 
 
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
形
式
の
中
に
含
め
る
。
ま
た
、
「
何
ヲ
ヵ
行

 
 
テ
供
養
ス
ル
事
ヲ
得
ム
ヤ
。
」
（
巻
3
の
3
4
）
の
よ
う
に
、
文
末
に
助
詞
「
ヤ
」

 
 
を
付
加
し
て
い
る
場
合
も
、
こ
の
中
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

 
㈲
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
バ
ー
。

 
 
回
形
式
の
係
助
詞
「
カ
」
に
、
さ
ら
に
係
助
詞
「
ハ
」
が
下
接
し
て
い
る
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場
合
、
「
ヵ
ハ
」
で
ひ
と
つ
の
形
式
と
考
え
る
。
な
お
、
「
イ
カ
ガ
ハ
」
の

 
形
を
含
め
る
。

㈲
疑
問
詞
（
…
…
）
ヤ
 
 
。

 
回
形
式
の
係
助
詞
「
カ
」
の
代
わ
り
に
、
係
助
詞
「
ヤ
」
の
使
用
さ
れ
て

 
い
る
も
の
。

ω
疑
問
詞
ー
ニ
カ
 
 
。

 
係
助
詞
「
カ
」
が
断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
連
用
形
「
二
」
に
下
接
し

 
て
お
り
、
か
つ
「
ニ
カ
」
以
下
の
省
略
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。

回
疑
問
詞
ー
戸
〆
。

 
ω
形
式
と
同
様
に
「
ニ
カ
」
の
形
で
、
か
つ
「
ニ
カ
」
以
下
の
省
略
さ
れ

 
て
い
る
も
の
。

ω
疑
問
詞
ー
ニ
ヤ
 
 
。

 
ω
形
式
の
係
助
詞
「
カ
」
の
代
わ
り
に
、
係
助
詞
「
ヤ
」
の
使
用
さ
れ
て

．
い
る
も
の
。

図
疑
問
詞
ー
ニ
ヤ
。

 
㈲
形
式
の
係
助
詞
「
カ
」
の
代
わ
り
に
、
係
助
詞
「
ヤ
」
の
使
用
さ
れ
て

 
い
る
も
の
。

㈲
疑
問
詞
ー
ニ
テ
カ
ー
。

 
ω
形
式
の
「
ニ
カ
」
の
形
の
間
に
、
助
詞
「
テ
」
の
挿
入
さ
れ
て
い
る
も

 
の
。

ω
疑
問
詞
i
ゾ
。

 
「
ゾ
」
の
下
に
、
さ
ら
に
終
助
詞
の
付
加
し
た
「
ゾ
ヤ
」
「
ゾ
ヨ
」
「
ゾ
ト

 
ヨ
」
の
形
が
、
そ
れ
ぞ
れ
1
5
例
、
・
2
例
、
1
例
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
形
式

 
の
中
に
含
め
る
。
ま
た
、
「
己
レ
ハ
誰
ソ
。
」
（
巻
3
0
の
6
）
の
よ
う
に
用
い

 
ら
れ
て
い
る
「
誰
ソ
」
の
形
は
「
タ
ソ
」
と
読
む
も
の
か
と
思
わ
れ
る
が
、

 
こ
の
形
式
の
中
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

ω
疑
問
詞
ー
カ
。

 
ω
形
式
の
助
詞
「
ゾ
」
の
代
わ
り
に
、
助
詞
「
カ
」
が
文
末
用
法
と
し
て

．
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

ω
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
ー
ゾ
。

 
文
中
に
係
助
詞
「
カ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
文
末
に
さ
ら
に
助
詞

 
「
ゾ
」
の
存
在
し
て
い
る
も
の
。
な
お
、
「
ゾ
」
の
下
に
、
さ
ら
に
終
助

 
詞
の
付
加
し
た
「
ゾ
ヤ
」
の
形
が
2
例
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
形
式
の
中
に

 
含
め
る
。

ω
疑
問
詞
1
。

 
疑
問
詞
の
み
で
、
文
中
に
も
文
末
に
も
助
詞
の
存
在
し
な
い
も
の
。
な
お
、

 
「
何
ゾ
此
ヲ
平
着
．
フ
罪
ヲ
造
ル
。
」
（
巻
1
の
4
）
の
よ
う
に
、
疑
問
詞
と
し
て

 
・
「
何
ゾ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
を
一
語
ど
し
て
扱
い
、
こ
の

 
形
式
の
中
に
含
め
る
。
ま
た
、
こ
の
「
何
ゾ
」
が
疑
問
詞
と
し
て
使
用
さ

 
れ
て
い
る
例
の
中
に
は
、
「
何
ゾ
七
年
ヲ
待
ム
ヤ
。
」
（
巻
1
の
2
1
）
の
よ
う
に
、

 
文
末
に
助
詞
「
ヤ
」
の
付
加
し
て
い
る
形
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も

 
こ
の
中
に
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

㊥
一
、
疑
問
詞
。

 
「
汝
が
妻
ノ
端
正
け
事
、
此
ノ
天
女
ト
何
二
。
」
（
巻
1
の
1
8
）
、
「
其
二
侍
障
ム

 
思
フ
ハ
何
二
。
」
（
巻
2
9
の
1
7
）
の
よ
う
に
、
疑
問
詞
で
文
が
終
止
し
て
お
り
、

 
か
つ
、
以
下
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
も
の
。

ω
そ
の
他

 
存
疑
例
、
お
よ
び
、
補
読
が
必
要
で
、
補
読
方
法
に
よ
り
分
類
が
異
な
つ

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
1
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
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て
し
ま
う
も
の
な
ど
。

 
表
2
は
、
こ
の
回
～
ω
の
中
で
、

比
較
的
用
例
数
の
豊
富
な
、
回
・

㈲
・
ω
・
㈲
・
G
ゆ
・
ω
・
ω
の
7
形

式
に
つ
い
て
、
天
竺
部
（
巻
1
～
巻

5
）
、
震
旦
部
（
巻
6
～
巻
1
0
）
、
本

朝
仏
法
部
（
巻
1
1
～
巻
2
0
）
、
本
朝

世
俗
部
（
巻
2
2
～
3
1
）
、
そ
れ
ぞ
れ

の
部
内
に
お
け
る
用
例
数
の
合
計
、

お
よ
び
使
用
率
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。

三
 
「
疑
問
詞

表2

a b d e i 1 m 総計

天
竺
部

 127

i31．9％）

 2
i0．5％）

 2
i0．5％）

 200

i50．3％）

 36

i9．0％）

 13

i3．3％）

 398

i100％）

震
旦
部

 86
i34．4％）

 4
i1．6％）

 2
i0．8％）

 11σ

i44．0％）

 38
i15．2％）

 8
i3．2％）

 250

i100％）

 本

ｧ朝
@
部

 162

i22，8％）

 27

i3．8％）

 43

i6．1％）

 14

i2．0％）

 307

i43・3％）

 105

i14，8％）

 27

i3．8％）

 709

i100％）

 本
｢朝
ｭ
部

 184

i22．5％）

 42

i5．1％）

 86
i10．5％）

 26

i3．2％）

 304

i37，1％）

 102

i1．2．5％）

 53

i6．5％）

 819

i100％）

ニ
カ
。
」
の
形
式

表
1
お
よ
び
表
2
よ
り
、

 
 
ω
疑
問
詞
ー
ニ
カ
ー
。

 
 
㈲
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。

の
両
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
天
竺
部
・
震
旦
部
で
は
、
き
わ
め
て

用
例
が
少
な
く
、
本
朝
部
に
用
例
が
集
中
し
て
お
り
、
特
に
、
本
朝
世
俗
部
で

の
使
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 
し
か
し
、
『
源
氏

物
語
』
に
お
い
て
は
、

㈲
形
式
と
㈲
形
式
の

用
例
の
合
計
数
（
獅

例
）
が
、
ω
形
式
「
疑

問
詞
ー
ゾ
。
」
の

用
例
数
（
野
選
）
に

ほ
ぼ
匹
敵
し
て
い
た

の
に
対
し
、
本
天
の

場
合
、
本
朝
世
俗
部

に
お
い
て
も
、
約
3

分
の
1
程
度
で
あ

り
、
は
る
か
に
少
な

い
。

 
ま
た
、
ω
形
式
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

㈲
形
式
の
用
例
数
を
表

比
較
す
る
と
、
『
源

氏
物
語
』
で
は
、
ω
形
式
5
8
例
に
対
し
、
回
形
式
旧
例
と
、
㈲
形
式
が
倍
近
く

使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
用
例
の
多
さ
か
ら
も
、
回
形
式
を
ひ
と
つ
の
独
立
し

た
形
式
と
し
て
取
り
扱
う
の
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

．
れ
に
対
し
て
、
本
集
の
場
合
、
逆
に
、
㈲
形
式
は
ω
形
式
の
約
3
分
の
一
の
用

例
数
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

 
表
3
は
、
本
集
に
お
け
る
、
ω
形
式
・
㈲
形
式
の
使
用
場
面
（
地
の
文
・
心

中
思
惟
・
会
話
文
）
に
つ
い
て
部
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

d e

地 心 会 計 地 心 会 計

天
竺
部

1 1 2 1 1 2

震
旦
部

3 1 4 2 2

 本
ｧ朝
@
部

10 27 6 43 1 7 6 14

 本
｢朝
ｭ
部

18 55 13 86 5 13 8 26

計
 29
i21．5％）

 86
i63．7％）

 20
i14．8％）

 135

i100％）

 6
i13．6％）

 23
i52．3％）

 15
i34．1％）
阪
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ω
形
式
の
場
合
、

㈲
（
聖
人
）
〈
此
レ
ハ
何
事
二
ヵ
有
D
ム
〉
思
フ
鞘
当
、
柴
ノ
戸
ヲ
押
シ
開
テ
入
ル
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
0
の
3
4
）

㈹
〈
何
ナ
ル
事
業
ズ
ル
有
ム
〉
ト
思
テ
恐
ヂ
騒
グ
、
恐
テ
出
ヌ
ル
者
モ
有
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
1
4
）

ω
寛
蓮
、
此
ヲ
聞
テ
、
〈
誰
か
云
ハ
ス
ル
ニ
ヵ
有
一
フ
ム
〉
ト
悟
ク
思
ヘ
ド
モ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
6
）

㈹
供
奉
此
レ
ヲ
見
テ
、
へ
此
ハ
何
ヵ
二
階
ル
事
二
ヵ
有
．
フ
ム
〉
ト
思
ヘ
ド
モ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
7
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
例
が
目
立
ち
、
ま
た
、

㈲
此
ノ
仙
人
、
何
蹴
ル
ニ
有
刮
協
 
思
モ
不
敢
ズ
、
歩
ヨ
リ
行
キ
給
詑
渉
ル

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
5
の
4
）

00
?
苴
�
ｬ
テ
、
何
ナ
ル
僧
二
ヵ
有
ヶ
ム
、
別
当
二
成
テ
、
此
ノ
寺
ヲ
政
ッ
程
二
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
1
の
2
9
）

α⊃

s
時
、
何
ヵ
二
三
ヶ
ル
ニ
ヵ
有
ヶ
ム
、
其
ノ
日
左
ノ
一
番
ニ
テ
撰
テ
此
ノ
宮
城
ニ
ナ
ム
乗

 
タ
リ
ケ
ル
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」
 
 
 
（
巻
2
3
の
2
6
）

囮
今
昔
、
何
レ
ノ
程
ノ
事
二
ヵ
有
ヶ
ム
、
侍
程
也
ヶ
ル
者
ノ
、
誰
ト
ハ
不
知
ズ
、
年
計
許
ニ

 
テ
長
ス
ハ
ヤ
カ
ニ
テ
、
少
シ
赤
漿
ナ
ル
有
ヶ
リ
。
，
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
3
）

の
よ
う
に
、
地
の
文
で
挿
入
句
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

 
㈲
形
式
の
場
合
も
、
同
様
に
、

03
ｴ
量
、
道
明
ハ
然
ヵ
云
㌣
ド
〈
何
ナ
ル
事
ノ
有
団
二
ヵ
〉
不
審
ク
ー
ア
、
其
ノ
堂
二
行
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
7
の
3
2
）

⑳
夕
暮
方
ヨ
リ
不
見
不
バ
、
〈
例
ノ
、
何
コ
ニ
這
隠
諺
靭
思
フ
ニ
、
夜
川
入
マ
デ
不
見
ヌ
ヲ

惚
ム
者
モ
有
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
1
7
）

㈲
（
釣
人
共
）
〈
何
ナ
ル
事
二
ヵ
〉
ト
見
鞘
口
、
出
来
合
ハ
ム
ト
云
シ
方
ヲ
見
上
タ
レ
バ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
（
巻
2
6
の
9
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
例
が
多
く
、

㈲
止
事
元
キ
所
ニ
テ
有
訪
擁
、
何
け
謬
・
此
ク
破
壊
シ
タ
ル
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
0
の
3
4
）

㈲
然
マ
デ
怖
シ
ヵ
ル
ベ
キ
事
ニ
モ
非
ヌ
ニ
、
築
三
何
ナ
ル
ニ
ヵ
、
心
モ
肝
モ
失
セ
テ
、
ロ
ハ
死
ヌ
許

 
怖
シ
ク
思
エ
ヶ
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
5
の
7
）
」

の
よ
う
に
、
地
の
文
で
挿
入
句
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
も
み
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
、
両
形
式
の
間
に
、
特
に
用
法
的
差
異
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
も
、
ω
形
式
は
、

03
蝠
v
も
、
〈
い
か
な
る
事
に
か
あ
ら
む
〉
と
、
心
得
が
た
う
思
ふ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
若
紫
）

⑲
菊
の
、
…
…
、
い
か
な
る
一
本
に
か
あ
ら
む
、
い
と
見
ど
こ
ろ
あ
り
て
う
っ

 
ろ
ひ
た
る
を
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
宿
木
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
け
る
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
や
、
地
の

文
で
の
挿
入
句
と
し
て
の
用
例
が
多
く
、
回
形
式
の
場
合
も
、
前
掲
の
用
例
ω

や
、㈲

（
源
氏
）
〈
め
で
た
し
と
お
も
ほ
し
し
み
に
け
る
御
か
た
ち
、
い
か
や
う
な

 
る
を
か
し
さ
に
か
〉
と
、
ゆ
か
し
う
思
ひ
聞
こ
え
給
へ
ど
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
絵
合
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
、
言
語
主
体
の
「
疑
い
」
の
表
現
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
例
は
多
い
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
1
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
を
申
心
に
一
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し
か
し
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
㈲
形
式
の
用
例
の
半
数
近
く
は
、

前
掲
の
用
例
②
や
、

⑳
（
中
将
）
「
忍
び
た
る
さ
ま
に
物
し
給
ふ
ら
ん
は
、
誰
に
か
」
と
（
妹
尼
二
）

 
問
ひ
謂
ふ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
手
習
）

幽
（
中
の
君
）
「
…
…
。
…
…
、
（
あ
な
た
ハ
）
い
か
に
推
し
量
り
給
ふ
に
か
」

 
と
（
北
の
方
二
）
の
た
ま
ふ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
東
屋
）

の
よ
う
に
、
会
話
文
に
お
い
て
、
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
前
掲
の
用
例
ω
や
、

㈲
（
薫
の
随
身
）
「
ま
う
と
は
、
何
し
に
こ
こ
に
は
た
び
た
び
は
参
る
ぞ
」
と
（
使

 
二
）
問
ふ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
浮
舟
）

の
よ
う
な
、
ω
形
式
「
疑
問
詞
l
ー
ゾ
。
」
に
よ
る
「
問
い
」
が
、
強
い
調
子

で
明
確
に
解
答
を
要
求
す
る
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
㈲
形
式
の
場
合
は
、
娩

曲
的
で
や
わ
ら
か
い
表
現
の
「
問
い
」
と
し
て
、
独
自
の
表
現
効
果
を
示
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

 
本
集
の
場
合
、
回
形
式
が
会
話
文
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な
く
、
し

か
も
、

幽
「
…
…
、
古
ヘ
ハ
人
行
勃
励
何
二
云
ヒ
伝
導
二
二
ハ
『
…
…
』
ト
云
ヒ
出
テ
、
人

 
行
ク
一
元
隠
ナ
一
人
が
云
ψ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
1
3
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

の
よ
う
な
、
挿
入
句
的
な
用
例
を
除
く
と
、
次
の
よ
う
に
、
対
話
相
手
に
対
す

る
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
1
3
例
で
あ
る
。

㈲
和
尚
、
…
…
、
三
度
漉
キ
給
ヶ
ル
ニ
、
弟
子
ノ
僧
、
是
ヲ
見
テ
怪
ム
デ
、
「
豊
凶
、
何

 
事
ニ
テ
此
ク
ハ
漉
ヵ
セ
給
フ
ニ
ヵ
」
ト
問
ヒ
申
ヶ
レ
バ
、
 
 
 
・
 
 
（
巻
1
1
の
1
2
）

㈲
男
着
タ
ル
衣
ヲ
ー
ッ
脱
．
ア
与
膨
㍗
 
礼
冠
ヲ
迷
シ
ー
ア
、
「
此
ハ
何
ナ
ル
人
ノ
此
ク
ハ
．
給
団
二

 
ヵ
」
云
ヘ
バ
、
男
、
「
…
…
」
ト
云
ヘ
バ
、
 
 
，
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
5
）

吻
守
、
「
…
…
」
ト
イ
ヘ
バ
、
（
某
）
「
金
何
許
可
罷
四
二
ヵ
」
ト
問
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
4
）

㈱
上
達
部
・
殿
上
人
、
此
ヲ
見
テ
、
「
彼
レ
三
無
ノ
宮
ノ
女
房
ノ
物
見
ル
ニ
ヵ
」
ト
問
ヒ

 
被
尋
ヶ
レ
ド
モ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
1
の
5
）

こ
の
う
ち
、
9
例
ま
で
は
、
㈱
・
㈲
の
よ
う
に
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表

現
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
㈲
形
式
に
よ
る
「
問
い
」
は
、
長
路
に
お
い

て
も
、
主
と
し
て
、
身
分
の
上
位
者
に
対
す
る
、
娩
曲
的
で
や
わ
ら
か
い
表
現

の
「
問
い
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 
な
お
、
ω
形
式
の
、
会
話
文
に
お
け
る
用
例
2
0
例
中
、
7
例
が
「
問
い
」
の

表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
1
例
を
除
い
て
、
次
の
よ
う
に
、
「
ニ
カ
」

以
下
が
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

㈲
博
雅
聞
テ
、
．
音
ヲ
出
シ
テ
、
「
…
…
」
ト
云
ヶ
レ
バ
、
盲
ノ
云
ク
、
「
此
申
ス
ハ
誰
二
ヵ
御

 
座
ス
」
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
2
3
）

岡
守
、
「
…
…
。
抑
其
然
ル
目
見
タ
ル
ハ
然
ル
笹
垣
テ
、
我
支
度
ナ
ム
違
ヌ
ル
」
ト
イ
ヘ
バ
、

 
（
某
）
「
何
事
二
ヵ
候
フ
ム
」
ト
云
二
、
守
、
「
…
…
」
ト
イ
ヘ
バ
、
 
（
巻
2
6
の
1
4
）

⑳
女
ノ
云
ク
、
「
…
…
。
然
ハ
有
孔
丁
大
切
二
可
申
キ
事
ノ
得
ル
也
。
暫
1
坐
留
マ
リ
給
へ
」

 
ト
。
男
、
「
何
事
二
ヵ
候
D
ム
」
云
テ
立
留
汐
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
2
0
）

圃
郎
等
煮
豆
合
テ
、
「
抑
モ
此
ハ
何
ゾ
ノ
平
茸
二
ヵ
候
フ
」
ト
問
ヘ
バ
、
守
ノ
答
フ
ル
様
、

 
「
…
…
」
ト
云
ヘ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
3
8
）

こ
れ
ら
の
形
式
と
比
較
す
る
と
、
㈲
～
㈱
の
よ
う
な
回
形
式
に
よ
る
「
問
い
」

の
表
現
は
、
疑
問
の
係
助
詞
「
カ
」
が
実
質
的
に
は
文
末
に
存
在
す
る
こ
と
に

よ
り
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
対
話
相
手
に
対
し
て
「
問
い
か
け
」
を

示
唆
す
る
効
果
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
両
者
の
表
現
的

価
値
が
全
く
等
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
た
と
え
ば
、
用
例
㈲
は
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用
例
㈹
と
連
続
す
る
部
分
で
あ
り
、
同
一
の
場
面
で
、
同
一
の
言
語
主
体
が
、

同
一
の
対
話
相
手
に
対
し
て
両
形
式
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
待

遇
的
価
値
に
つ
い
て
は
差
が
な
い
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
本
選
に
お
け
る
㈲

形
式
に
よ
る
「
問
い
」
の
表
現
は
、
一
般
的
に
、
待
遇
的
に
は
、
対
話
相
手
に

対
す
る
敬
意
を
含
ん
で
い
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

 
 
四
 
 
「
疑
問
詞
 
 
ゾ
。
」
の
形
式

 
表
1
お
よ
び
表
2
よ
り
、

 
 
ω
疑
問
詞
ー
ゾ
。

の
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
の
形
式
は
、
本
集
全
体
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る

形
式
の
中
で
最
も
数
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
天
竺
部
で
は
要
説
明
疑

問
表
現
全
体
の
半
数
以
上
が
こ
の
形
式
で
、
震
旦
部
や
本
朝
仏
法
部
に
お
い
て

も
4
割
を
超
え
て
い
る
。
本
朝
世
俗
部
で
は
、
他
部
に
比
べ
て
使
用
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
部
で
は
、
㈲
「
疑
問
詞
ー

ニ
カ
ー
。
」
形
式
や
㈲
「
疑
問
詞
 
 
ニ
カ
。
」
形
式
の
使
用
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

 
と
こ
ろ
で
、
『
源
氏
物
語
』
で
は
、
こ
の
ω
形
式
（
㎜
例
）
と
、
回
「
疑
問

詞
（
…
…
）
カ
i
。
」
形
式
（
珊
例
）
、
そ
れ
に
ω
形
式
と
㈲
形
式
の
合
計
（
餅

例
）
の
三
者
が
、
ほ
ぼ
同
比
率
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
本
集
の
場
合
、
こ
れ

と
最
も
比
率
の
近
い
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
も
、
ω
形
式
の
使
用
率
が
は
る
か

に
高
く
な
っ
て
い
る
。

 
こ
の
こ
と
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
要
説
明
疑
問
表
現
の
史
的
変
遷
と
い
う
事
実

を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
『
伊
勢
物
語
』

 
 
 
 
（
7
）

に
お
い
て
は
、

團
（
修
行
者
）
「
か
・
る
道
は
い
か
で
か
い
ま
す
る
」
と
い
ふ
を
見
れ
ば
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
段
）

の
よ
う
に
㈲
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
集
の
同
一
説
話
で
は
、

仁
王
、
業
平
ヲ
見
，
ア
、
奇
異
二
思
．
ア
云
ク
、
「
此
ル
道
ヲ
バ
何
デ
御
座
洲
」
ト
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
3
5
）

の
よ
う
に
ω
形
式
と
な
っ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
要
説
明
の
「
問

い
」
の
表
現
と
し
て
、
歴
史
的
に
ω
形
式
が
主
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

 
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
前
述
の
用
例
ω
や
㈲
、
さ
ら
に
、

岡
（
源
氏
）
「
か
の
尋
ね
出
で
た
り
け
む
や
、
何
ざ
ま
の
人
ぞ
。
…
…
」
と
（
右

 
近
二
）
問
ひ
給
へ
ば
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
黒
影
）

の
よ
う
に
、
こ
の
形
式
の
会
話
文
に
お
け
る
用
例
は
、
身
分
の
上
位
者
か
ら
下

位
者
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
強
い
態
度
で
明
確
に
解
答
を

要
求
し
よ
う
と
す
る
「
問
い
」
の
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

㈹
右
近
来
て
、
（
浮
舟
二
）
「
殿
の
御
文
は
、
な
ど
て
返
し
奉
ら
せ
給
ひ
つ
る
ぞ
。

 
ゆ
ゆ
し
く
忌
み
侍
る
な
る
も
の
を
」
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
浮
舟
）

働
こ
の
人
々
は
、
「
…
…
。
…
…
、
残
り
多
か
る
御
世
の
末
を
、
い
か
に
せ
さ

 
せ
給
は
ん
と
す
る
ぞ
。
…
…
」
と
（
浮
舟
二
）
言
ひ
知
ら
す
れ
ど
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
手
習
）

の
よ
う
に
、
む
し
ろ
下
位
者
か
ら
上
位
者
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
も

み
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
場
合
は
単
な
る
「
問
い
」
で
は
な
く
、

対
話
相
手
に
対
す
る
強
い
非
難
を
含
ん
だ
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
本
立
で
は
、

㈱
其
ノ
時
二
、
帝
釈
、
佛
二
間
奉
テ
云
ク
、
「
何
ノ
故
二
此
ノ
病
比
丘
ノ
恩
ヲ
報
w
ン
西
伯
ワ
」

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
1
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
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（
巻
2
の
3
）

働
翁
ノ
云
ク
、
「
…
…
。
亦
、
君
ハ
何
事
ヲ
役
ト
シ
給
フ
人
ソ
」
ト
。
孔
子
ノ
云
ク
、
「
…
…
」

 
ト
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
0
の
1
0
）

㈹
義
容
、
聖
人
二
間
テ
云
ク
「
聖
人
ハ
何
レ
ノ
程
ヨ
リ
此
ノ
所
ニ
ハ
住
給
フ
ソ
。
…
…
」
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
3
の
一
）

⑳
此
ノ
男
、
蛇
持
タ
ル
男
二
云
ク
、
「
何
コ
へ
行
ク
人
ゾ
」
ト
。

 
蛇
持
ノ
云
ク
「
京
へ
昇
ル
也
。
亦
、
主
ハ
何
．
へ
御
ス
ル
人
ソ
」
ト
。
（
巻
1
6
の
1
5
）

囮
僧
正
ノ
立
給
ヘ
ル
所
二
走
リ
来
テ
、
（
法
師
原
）
「
盗
人
ハ
何
コ
ニ
候
フ
ソ
」
ト
問
ヒ
申
ケ

 
レ
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
3
の
2
0
）

㈲
忠
文
驚
キ
騒
テ
念
ギ
出
会
テ
、
「
此
ハ
何
事
二
依
テ
思
ヒ
不
懸
ズ
渡
り
給
い
ル
ゾ
」
問

 
ψ
ル
親
王
、
「
…
…
」
ト
宣
曽
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
9
の
3
4
）

 
ノ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

の
よ
う
に
、
こ
の
形
式
の
「
問
い
」
に
、
対
話
相
手
に
対
す
る
敬
語
表
現
の
含

ま
れ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
く
、
身
分
の
下
位
者
か
ら
上
位
者
へ
対
し
て
も
、

ご
く
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
用
例
㈲
の
よ
う
に
、
敬
語
表
現
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
同
一
の
表
現
が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、

本
集
で
は
、
少
な
く
と
も
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
と
比
べ
て
、
待
遇
的
要
素
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
こ
の
ω
形
式
が
、
要
説
明
の
「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
、
よ

り
一
般
化
・
固
定
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

 
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
ω
形
式
と
対
照
さ
れ
る
形
で
、
娩
曲
的

で
や
わ
ら
か
い
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
た
㈲
「
疑
問
詞
ー

ニ
カ
。
」
形
式
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
本
集
で
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
な
い
の
も
、

逆
に
考
え
る
と
、
こ
の
ω
形
式
が
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
し

て
き
た
た
め
だ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

團
其
時
二
頭
、
車
ノ
許
二
士
テ
、
「
此
ハ
誰
が
御
シ
マ
シ
タ
ル
ニ
ヵ
。
何
事
ヲ
被
仰
二
御
座
タ

 
ル
ゾ
」
ト
問
バ
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
4
の
8
）

の
よ
う
に
、
両
形
式
が
同
一
会
話
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
み
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
、
本
集
に
お
い
て
は
、
両
形
式
の
性
格
的
差
異
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
と
こ
ろ
で
、
『
源
氏
物
語
』
の
場
合
、
こ
の
ω
形
式
全
㎜
例
の
う
ち
、
約
3

分
の
一
の
5
9
例
は
、
前
掲
の
用
例
㈲
や
、

㈲
（
源
氏
）
〈
な
ど
て
、
か
く
は
か
な
き
宿
り
は
取
り
つ
る
ぞ
〉
と
、
く
や
し

 
さ
も
や
ら
ん
方
な
し
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夕
顔
）

㈲
（
兵
部
の
君
）
〈
こ
の
人
を
も
、
い
か
に
し
奉
ら
む
と
す
る
ぞ
〉
と
あ
き
れ

 
て
お
ぼ
ゆ
れ
ど
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
玉
塁
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
使
用
さ
れ
、
言
語
主
体
の
い
わ
ば
マ
イ
ナ
ス

の
感
情
、
す
な
わ
ち
、
後
悔
・
驚
き
・
困
惑
・
悲
嘆
な
ど
を
表
す
、
強
い
感
情

表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。

 
表
4
は
、
本
集
に
お
け
る
、
ω
形
式
の
使
用
場
面
に
つ
い
て
部
別
に
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
天
竺
部
や
震
旦
部

で
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が

会
話
文
に
お
い
て
使
用
さ

れ
て
お
り
、
会
話
文
に
お

け
る
「
問
い
」
の
表
現
と

し
て
用
法
が
限
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
本
朝
部
で
 
4

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表

は
、

地 心 会 計

天
竺
部

 2
i1．0％）

 2
i1．0％）

 196

i98．0％）

 200

i100％）

震
旦
部

 4
i3．6％）

 106

i96．4％）

 110

i100％）

 本
ｧ朝
@
部

 22

i7．2％）

 285

i92．8％）

 307

i100％）

 本
｢朝
ｭ
部

 39
i12．8％）

 265

i87．2％）

 304
C（100％）

計  2
i0，2％）

 67

i7．3％）

 852

i92．5％》

 921

i100％）
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㈲
其
ノ
時
二
、
僧
都
、
奇
異
ノ
思
ヲ
成
シ
テ
、
〈
此
ハ
何
ナ
ル
事
ゾ
〉
ト
思
フ
程
二
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
4
の
4
0
）

⑱
其
レ
ガ
、
昼
、
宿
・
ル
時
〈
何
ナ
ル
人
ノ
凪
ル
洲
〉
思
立
務

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
7
）

㈲
（
五
位
）
〈
何
ソ
ノ
湯
涌
ス
ゾ
〉
ト
見
レ
バ
、
此
水
ト
見
ハ
、
一
三
也
ヶ
塊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
7
）

㈹
〈
何
ナ
ル
事
ゾ
〉
ト
惟
シ
ク
思
テ
、
二
人
ノ
女
寄
テ
見
ル
ニ
、
女
モ
男
モ
元
シ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
7
の
8
）

励
此
レ
ヲ
見
テ
、
（
殿
上
人
共
）
〈
穀
断
ハ
争
デ
此
ク
ハ
可
為
キ
ゾ
〉
ト
惟
ビ
疑
ヒ
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
8
の
2
4
）

働
夢
ノ
様
二
思
テ
、
（
平
中
）
〈
此
ハ
何
ヵ
ニ
シ
ッ
ル
事
ゾ
〉
ト
思
フ
ニ
、
喜
キ
ニ
モ
身
柱
フ
物

 
也
ヶ
リ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
0
の
一
）

63

i
弁
）
〈
此
ヲ
バ
何
ド
今
マ
デ
不
見
ザ
リ
ヶ
ル
ゾ
〉
ト
、
返
蚕
ス
我
が
心
モ
雄
筆
ク
テ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'
（
巻
3
1
の
7
）

の
よ
う
に
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
も
用
例
が
現
れ
、
特
に
、
本
朝
世
俗
部
で
は
、

心
中
思
惟
に
お
け
る
使
用
率
が
比
較
的
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
『
源

氏
物
語
』
の
場
合
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
低
い
。
ま
た
、
用
例
⑱
や
㈲
の
よ
う

に
、
感
情
表
現
的
色
彩
が
そ
れ
ほ
ど
強
く
感
じ
ら
れ
な
い
例
も
多
く
、
感
情
表

現
の
場
合
も
、
用
例
㈲
や
㈹
の
よ
う
な
類
型
化
し
た
表
現
が
目
立
っ
て
お
り
、

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
用
例
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
の
は
、
用
例
6
3
く
ら

い
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
用
例
働
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
は
ほ
と

ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
感
情
表
現
の
場
合
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
、
本
尊
に
お
い
て
は
、
全
般
的
に
み
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
場

合
と
比
較
す
る
と
、
ω
「
疑
問
詞
1
ー
ゾ
。
」
形
式
の
、
感
情
表
現
的
色
彩
は

は
る
か
に
弱
い
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
零
度
で
は
、
こ
の
ω
形
式
が
、
要
説

明
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
、
よ
り
一
般
化
し
、
固
定
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

五
 
お
わ
り
に

 
以
上
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
に
つ
い
て
、
㈲
「
疑
問
詞
I

ー
ニ
カ
ー
。
」
形
式
、
㈲
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
、
お
よ
び
ω
「
疑
問

詞
ー
ゾ
。
」
形
式
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

 
㈲
形
式
、
㈲
形
式
の
場
合
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
用
例
が
非
常
に
少
な
く
、

本
朝
世
俗
部
で
の
使
用
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
形
式
は
『
源

氏
物
語
』
に
代
表
さ
れ
る
中
古
和
文
に
お
い
て
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
事
実
は
、
本
集
で
は
後
半
部
が
和
文
的
色
彩
が
強
い
と
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
と
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
形
式
は
、
心
中
思
惟

や
、
地
の
文
に
お
け
る
挿
入
句
と
し
て
の
用
例
が
多
い
が
、
天
竺
部
や
震
旦
部

に
お
い
て
は
、
心
中
思
惟
や
挿
入
句
の
部
分
自
体
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
思

わ
れ
、
作
品
と
し
て
の
叙
述
態
度
と
も
無
関
係
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
本
朝
部
に
お
い
て
も
、
「
ニ
カ
」
の
形
で
実
質
的
に
文
が
終
止
し
て
い
る

回
形
式
が
、
会
話
文
で
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、

『
源
氏
物
語
』
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
は
る
か
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

 
こ
れ
に
対
し
て
、
ω
形
式
の
場
合
、
本
籍
全
巻
を
通
じ
て
高
い
使
用
率
を
示

し
て
お
り
、
本
辞
で
は
、
一
貫
し
て
、
要
説
明
の
「
問
い
」
の
表
現
と
し
て
、

こ
の
形
式
を
主
用
し
て
い
る
と
言
え
る
。
特
に
、
天
竺
部
や
震
旦
部
に
お
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
会
話
文
に
お
け
る
用
例
に
限
ら
れ
、
本
朝
部
に
お
い
て
も
、

『
源
氏
物
語
』
の
場
合
ど
比
較
す
る
と
、
こ
の
形
式
が
、
心
中
思
惟
に
お
い
て
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
i
「
疑
問
詞
ー
ニ
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
一
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強
い
感
情
表
現
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
は
る
か
に
少
な
く
、
本
集
に
お

い
て
は
、
要
説
明
疑
問
表
現
に
お
け
る
「
問
い
」
の
形
式
と
し
て
固
定
化
し
て

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
な
お
、
そ
の
ほ
か
、
要
説
明
疑
問
表
現
の
諸
形
式
の
う
ち
、
本
集
に
お
い
て

分
布
に
片
寄
り
が
目
立
っ
も
の
と
し
て
は
、
㈲
「
疑
問
詞
（
…
…
）
カ
バ
 
 
。
」

形
式
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
形
式
は
、
大
部
分
が
反
語
の
形
だ
が
、
本
朝
部
で

は
、64

浴
q
紀
元
〉
ト
思
．
ア
、
衣
ヲ
身
二
縄
ア
但
シ
臥
防
砂
ル
何
ノ
禅
船
リ
有
フ
ム
、
男
、

 
懐
二
掻
入
テ
臥
シ
ヌ
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
6
の
8
）

岡
大
臣
、
「
然
ル
心
元
越
生
．
ア
モ
何
仁
繧
此
ル
次
二
死
ヌ
、
吉
キ
事
也
」
ト
宣
．
ア
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
9
の
9
）

画
然
レ
バ
、
（
千
歯
ハ
）
 
テ
走
り
去
ヌ
。
誰
ト
云
事
モ
何
デ
ヵ
ハ
知
ム
ト
為
ル
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
6
の
1
8
）

の
よ
う
に
、
全
6
9
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
天
竺
部
や
震
旦
部
で
は
、
全
く
用

例
が
み
ら
れ
な
い
。

 
向
形
式
の
う
ち
、
大
部
分
が
反
語
の
例
で
あ
る
が
、

㈲
又
五
百
ノ
釈
女
、
皆
、
王
ヲ
罵
テ
云
衆
「
誰
ヵ
詰
開
ノ
生
ゼ
ル
王
ト
交
通
陸
肱
ヤ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
2
の
2
8
）

鯛
道
俊
が
云
ク
、
「
我
、
偏
二
念
佛
ヲ
修
シ
テ
全
ク
余
ノ
算
筆
シ
、
何
ヵ
大
般
若
経
ヲ
書

 
三
陸
肱
ヤ
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
7
の
5
）

の
よ
う
に
、
文
末
に
助
詞
「
ヤ
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
形
は
、
変
体
漢
文
的
文

型
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
施
、
詩
集
で
は
、
天
竺
部
に
6
例
、
震
旦
部
に
6
例
、

本
朝
仏
法
部
に
1
例
、
本
朝
世
俗
部
に
3
例
み
ら
れ
、
前
半
部
に
用
例
が
集
中

し
て
い
る
。
ま
た
、
ω
形
式
の
う
ち
、
疑
問
詞
と
し
て
「
何
ゾ
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
場
合
に
も
、

璽
・
白
・
犬
有
為
・
事
・
不
真
壁
ぞ
7
-
・
-
・
我
k
此
・
事
・
慰
・
出
㍊

 
何
ゾ
、
許
ス
事
有
壕
ヤ
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
9
の
2
2
）

の
よ
う
に
、
文
末
に
助
詞
「
ヤ
」
が
付
加
さ
れ
て
い
る
例
が
存
在
す
る
が
、
天

竺
部
に
1
例
、
震
旦
部
に
1
2
例
、
本
朝
仏
法
部
に
3
例
、
本
朝
世
俗
部
に
1
例

み
ら
れ
、
震
旦
部
で
の
使
用
が
目
立
っ
て
い
る
。

 
ま
た
、

㈹
（
六
師
外
道
）
長
者
二
間
テ
云
ク
、
「
何
ノ
故
里
テ
ヵ
鯵
切
モ
不
似
ズ
宴
シ
給
”
り
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
1
の
1
5
）

㈹
其
ノ
国
ノ
佛
、
羅
童
言
ヲ
減
給
テ
告
テ
虚
旦
バ
ク
、
「
…
…
。
何
デ
ヵ
汝
ヂ
其
ノ
時
二
不

 
奇
遇
熱
ン
此
ノ
世
界
二
至
陸
暁
ゾ
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
巻
3
の
3
0
）

の
よ
う
に
、
文
申
に
係
助
詞
「
カ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
文
末
に
さ
ら

に
助
詞
「
ゾ
」
の
存
在
し
て
い
る
G
◇
形
式
は
、
天
竺
部
で
の
使
用
が
目
立
っ
て

い
る
。

 
 
注

ω
拙
稿
「
中
古
和
文
の
要
説
明
疑
問
表
現
 
 
 
『
源
氏
物
語
』
を
資
料
と
し
て

 
i
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
2
6
号
〈
一
九
九
〇
年
〉
）

圖
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
に
よ
る
。

㈹
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
〈
一
九
六
三
年

 
東
大
出
版
会
〉
七
五
四
ペ
ー
ジ
。

ω
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
の
要
説
明
疑
問
表
現
」
（
『
辻
村
敏
樹
古
稀
記
金
風
文
集
』

 
〈
一
九
九
二
年
三
月
刊
行
予
定
 
明
治
書
院
〉
所
収
）

㈲
た
と
え
ば
、
大
系
本
の
解
説
で
は
次
の
論
考
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
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堀
田
要
治
「
『
如
シ
』
と
『
様
ナ
リ
』
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文
章
」

 
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第
1
8
巻
第
1
0
号
）

 
石
垣
謙
二
「
語
法
よ
り
観
た
る
今
昔
物
語
集
l
l
『
が
』
『
の
』
の
用
法
二

 
三
に
つ
い
て
 
 
」
（
同
）

 
堀
田
要
治
「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
使
役
の
助
動
詞
ス
・
サ
ス
・
シ
ム
に
つ

 
い
て
」
（
「
橋
本
博
士
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
」
）

 
な
お
、
本
集
の
国
語
学
的
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
武
義
『
今
昔
物
語
集

 
の
語
彙
と
語
法
』
〈
一
九
八
四
年
 
明
治
書
院
〉
に
詳
し
い
。

㈲
舩
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
疑
問
副
詞
「
何
ソ
」
「
何
ト
」
「
何
テ
」
（
「
国

 
語
学
」
7
7
轄
〈
一
九
六
九
年
〉
）

ω
『
伊
勢
物
語
』
の
本
文
は
、
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
よ
る
。

㈹
注
㈲
に
同
じ
。

（219）

『
今
昔
物
語
集
』
の
要
説
明
疑
問
表
現

「
疑
問
詞
 
 
ニ
カ
。
」
形
式
を
中
心
に
ー


